多武峯少将物語本文及び総索引 by 小久保 崇明
?
“?
歌
?
索
?ー
?
あけのころもを　（二）　94
あさましからむ　（四）222
あさましく　　（三）　g2
あさましく　　　（≡）192
あしがきの　　（≡）202
あしたゆふべに　（二）133
あしひきの　　　（一）182
あしひきの　　（一）242
あしひきの　　　（一）285
あたるらむと　　（九）199
あとふりにけり　（五）211
あなうぐひすの　（四）116
あなうのはなと　（四）　63
あなおぼつかな　（四）　32
あなおぼつかな　（六）198
あはれあはれと　（美）202
あはれといはば　（二）155
あはれとおもへど（四）211
あはれとも　　（一）11
あはれなりなむ　（五）47
あはれなる
あはれなる
あはれなる
あはれなる
あはれなる
あはれにありし
あひごたへずは
（一）44
（一）68
（二）199
（三）259
（一）278
（四）39
（四）155
あひもこたへず　（五）158
あふことの　　　（一）　47
あふことの　　　（一）250
あふことの　　　（一）252
あへざらむ　　　（三）190
あまたのことを　（四）192
あまとても　　　（一）170
あまとなりても　（四）166
あまならで　　　（一）84
あまなれば　　　（三）109
あまにても　　　（一）107
あまになるなよ　（五）78
あめのうちより　（二）213
あめはもらじを　（二）267
あらじとそおもふ（五）155
あらぬみを　　　（三）191
あらむものかは　（五）109
あればかひなし　（五）44
い
いかがあると　　（三）101
いかでおほさむと（≡）190
いけるよをへて　（二）56
いつくにも　　　（一）　32
いつくへも　　（一）213
いつこなるらん　（五）220
いつるなるらむ　（五）97
いつれかつゆの　（四）126
いでてこし　　　（一）　87
いとどしく　　　（一）237
いとどなみだに　（四）207
いとどなみだに　（四）300
いとひてやまに　（二）289
いにしへの　　　（三）267
いはなみに　　　（三）118
いふなるを　　　（三）166
いふなれば　　　（三）293
いふべかりけれ　（五）276
いまぞけぬべき　（四）190
いまもみてしがと（三）199
いまよりそしく　（五）305
いまよりは　　　（三）276
いりきても　　　（三）265
いりぬれど　　　（三）289
一つ
うきあかつくと　（四）　84
うきめかるなり　（五）170
うきよかは　　　（三）　32
うきよかは　　　（四七）204
うきよかはとも　（四）　40
うきよのなかに　（四）　92
うぐひすの　　　（一）120
うちはへて　　　（三）193
うちふすまなき　（二）305
うちまどろめど　（六）200
うのはなの　　　（一）65
うらにすむ　　　（一）274
一85一
えうらになく　　　（三）250
うらみこし　　　（一）　78
うらみてぞへん　（五）107
うらやましとそ（二）224
うれしかりける　（二）173
うれしきせをぞ（四八）204
うれしきたびに（四）295
え
えこそかよはね　（五）　52
えしもあらじ　　（三）107
お
おいのよに
おきそふる
おきはまさると
おくなれば
おくやまの
おくやまの
おとさざらなん
おとにだに
おとらずぞ
おなじみかさの
おなじやまには
おひたるを
おひまさりける
おふとしらなむ
おぼっかなさに
おもかげに
おもはぬやまに
おもはぬやまに
おもひいでじを
おもひいでて
おもひしを
おもひつつ
おもひつつ
（九）192
（三）149
（五）126
（三）303
（一）126
（三）133
（五）182
（四五）195
（五）202
（二）257
（二）107
（五）189
（五）143
（四）203
（四）124
（三）200
（二）11
（四）224
（五）289
（五）192
（五）198
（七）189
（三）199
おもひないれそ　（四）　13
おもひやる　　　（三）202
おもひやるかな　（五）113
おもひわするる　（六）201
おもふべき　　　（三）280
おもふらむ　　　（三）224
おもへども　　　（＝）190
おもへども　　　（三）285
おもへばいとそ　（δ）199
おもほえず　　　（三）87
おもほしき　　　（七）194
おもほへば　　　（三）116
おもほゆる　　　（九）191
おやこひてなく　（二）244
おやににたらば　（二）254
か
かがみのやまは
かがみやま
かかりたれ
かかりてふ
かぎりなく
かくあさましき
かくしもあらじ
かげもみよかし
かげをだにみむ
かぜにあてじと
かぜはふせがむ
かぜもとまらず
かたちかはれる
かたちはことに
かたちはことに
かたにても
かたみとてだに
かたみにさこそ
かたみもしらず
（二）101
（一）103
（三）13
（一）207
（九）200
（二）32
（二）269
（五）101
（五）90
（六）189
（五）293
（五）133
（四）101
（四）44
（二）47
（一）254
（二）252
（四）201
（二）250
一86一
?
かたらはぬ　　　（一）71
かなしかりける　（五）250
かはぎぬの　　　（三）295
かはとながるれ　（五）244
かはりとおもへば（五）259
かひやなからむ　（二）49
かめさへのぼる　（四）274
かめのいのちは　（四）280
かあやまとこそ　（四）276
からころもかな　（五）316
?
きかまほしきを　（四）195
きてだになれむ　（四）311
きてねしひとも　（四）193
きてもなかなん　（四〇）194
きぬにしあらねば（二）124
きみいらば　　　（三）222
きみがいりにし　（三）194
きみがかげ　　　（一）309
きみがかげみば　（四）237
きみがかげもや　（二）103
きみがかざしの　（四）267
きみがきし　　　（一）124
きみかくこふと　（四）　54
きみがこころに　（五）　49
きみがすみかは
きみがすむ
きみがすむ
きみがすむ
きみがすむ
きみがたにのみ
きみがため
きみがため
きみがため
きみかとて
（四）120
（一）92
（一）209
（一）226
（一）235
（四ノ、）204
（三）269
（一）298
（一）313
（三）173
?きみがながめを
きみがぬるらむ
きみがみやまに
きみがをりける
きみしいらば
きみすむべしと
きみともに
きみなきとこの
きみにまかせん
きみによはひを
きみのみか
きみはそでこそ
きみはなほ
きみはゆかしく
きみやうゑし
きみをなほ
きみをのみよに
?
くさばのそでは
くさふかき
くものよそよそ
くもゐながらも
くらべみよ
?ー
（四）113
（四）230
（四）52
（二）271
（三）11
（二）40
（三）274
（二）118
（五）280
（二）278
（一）63
（四）228
（三）99
（二）116
（一）189
（一）224
（≡）192
（四）94
（一）211
（二）132
（三）202
（三）126
けさみれば　　　（三）94
けぶりたえせぬ　（五）56
こ
こけのきぬ　　（一）228
こけのきぬ　　　（三）300
こけのきぬには　（五）298
こけのころもに　（二）126
こけのころもは　（四）133
ここちのみ　　　（≡）190
ここのながめに　（四）1ユ8
ここらこづるの　（四）246
乙ころいるめり　（五）224
こころだににば　（四）　47
こころも（句切レ不明）
　　　　　　　　　　85
こづるゆゑ　　　（三）244
ことかたらはん　（八）194
ことかたらひて　（二）　68
ことにぞありける（五）103
このかはぎぬぞ　（四）293
こひしからねば　（四）289
こひしきひとの　（四）90
こひしきをりは　（o）200
こひてなく　　　（三）242
こひてねし　　　（一）118
こひてふことも　（o）193
こひなきに　　　（三）254
こまもたえせぬ　（五）　99
これかとおもへば（五）120
これよりも　　　（一）222
ころもかは　　　（三）309
ころもかは　　　（三）311
ころもさだめず　（四）305
ころもたちけり　（五）313
ころものすそそ　（四）132
こゑたかく　　　（一）155
?
さきよりなきっ
さけるかきねに
さはみつに
さみだれて
さらにかへらじ
（二）71
（二）65
（一）246
（三）207
（二）220
一87一
そ
しげります
しげるらむ
しのぶぐさ
しのぶぐさ
?
しのぶのうへに
しのぶのくさぞ
しのぶることの
しらかはの
しらぬみも
しれりとおもへば（五）
しゐのわかきか
す
（一）149
（三）『226
（≡）192
（九）203
（二）149
（四）143
（三）193
（四）203
（三）193
　　　71
（五）139
すくなきみるは（二）259
すのうちみても　（二）120
すのうちをみよ　（五）116
すまへども　　（九）201
すみぞめの　　　（三）124
すみぞめの　　　（三）132
すみよかりけれ（五）87
すむやまのはの　（四）271
するがなる　　　（三）59
するがのふじの　（四）56
?
そでぞぬれぬる
そでぞぬれぬる
そでぞぬれます
そでぞひちぬる
そでのうらに
そでのぬれぬる
そでのぬれぬる
そでひつれ
そはりける
（五）295
（五）309
（五）213
（二）237
（一）109
（五）118
（五）226
（三）230
（一）300
たそひたると　　　（三）103
そぼちぬる　　　（三）228
そまやまみつに　（四）182
そむかまほしき　（一）78
それにもしほは　（二）84
?
たえぬばかりぞ
たがはずや
たがふこと
たきものの
たぐひなく
たこのうらなみ
たそかれどきは
ただひとゑにて
たちぬひたれば
たちのぼりける
たちやまずして
たつかげだにも
たのみなく
たまのをも
たもとより
たるれども
たれかとふべき
たれにとはまし
つ
（八）191
（一）257
（一）259
（≡）196
（三）49
（四）59
（四）173
（三）191
（二）298
（五）278
（五）59
（二）246
（一）113
（七）191
（一）316
（三）84
（五）40
（五）32
っかまわすれず　（o）202
つねにおもひを　（≡）196
っねにみし　　　（一）101
つねにみせてむ　（五）235
つねにみだるる　（！、）191
つのくにの　　　（一）　97
つまことに　　　（三）143
つみふかきやま　（四）220
つゆけかりける　（五）工32
つゆしもは　　　（一）133
つゆそそふ　　　（三）298
つゆとけぬべし　（五）11
つゆにそでぬる　（五）271
つゆにぬるなれ　（五）228
つゆにぬるるぞ　（五）267
つゆにもあてじと（四）198
つゆのいのちや　（三）190
つゆのかかれる　（五）g4
つゆのごと　　　（一）303
つゆのほどにぞ　（五）149
つゆはものかは　（五）230
つゆもたえせぬ　（二）300
つゆもわすれじ　（五）13
つるのこみれば　（四）242
?
ときやはある　　（七）201
としをわたり．て　（五）311
とふひとを　　　（三）211
ともすれば　　　（一）99
とりにわがみを　（二）　54
な
なかまほしけれ　（五）68
ながむるやどの　（二）143
ながめかるてふ　（五）166
なかりせぼ　　　（五）196
なかれいでにし　（五）　92
ながれてはみむ　（四九）204
ながれても　　　（一）　40
なかれなむ　　　（三）　90
なきてこふるに　（五）246
なきてたちつる　（五）124
なきてつぐべく　（五）54
なきとこの　　　（五）193
一88一
ぬ
なきをれど
なぐさまで
なぐさみぬ
なくとしらなむ
なくなくぬへば
なくほととぎす
なくをみるにぞ
なしてしが
なぞもかく
なつなれど
なでしこの
なでしこの
なでておほしし
なにかわがみを
なにたてる
なにはおふやと
なにはたてれど
なほぬるるかな
なほよのなかを
なみたちぬひに
なみだのあめに
なみだのあめの
なみだもかるる
なみだをながす
なみのぬひける
ならばいでなむ
なれりとも
なるまでに
にごらずは
に
ぬ
???????????????? ?? ??? ??））））））））））））））））））））））））））））　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
九
二
五
四
三
一
一
三
三
二
二
一
二
二
五
四
四
四
四
四
二
三
三
二三
五
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
（三）235
ぬらしつるかな　（五）257
ぬるよのゆめに　（四）1gg
ぬれけむそでも　（二）316
ねぬれまさるかな　（五）300
ねをぞなく
ね
は
はかなくみゆる
はなのかぜにや
はなのさかりに
はなみれば
はなれなば
はるけきやまに
ひ
（三）120
（二）113
（八）198
（八）189
（三）271
（三）213
（八）201
ひえにすむ　　　（一）244
ひさしくも　　　（一）280
ひたぶるに　　　（四五）204
ひとのいへぢも　（二）　87
ひとりのみ　　　（一）143
ひとりひとりも　（五四）196
ひなつるみるぞ（四）250
ふ
ふかきやまべに
ふすまかさねむ
ふせぎとめつる
ふたばみつばに
ふちもしらずは
ふねながす
ふもとにいでて
ふもとのくさの
ふもとまで
ほだされて
ほととぎす
ほ
（二）222
（五）303
（二）295
（四）189
（四四）204
（一）166
（二）90
（四）11
（四）203
（四七）195
（三）65
ほと乏ぎす　　　（三）68
ほととぎす　　　（三）71
ほととぎす　　　（九）194
ほどひさしと　　（二）166
ほどふれば　　　（三）138
ほのぼのと　　　（一）　94
ほりえにふかく　（二）　97
?
まくらがみをぞ　（×）193
まこもかる　　　（七）203
まさるらむ　　　（三）209
またはなるべき　（五）　84
まだひぬに　　　（三）316
まちかかりしに　（四）202
まどはれぞする　（五）173
み
みえてもこころ
みえぬかな
みえもやすると
みえよかし
みかさのきみが
みかさのやまに
みかさやま
みさへそわれは
みつにもそでを
みつのうへに
みつのながれて
みつのはに
みづまさりぬる
みつもにごらじ
みつれども
みにもしみぬる
みみなしやまの
みやここひしく
（三…）200
（＝）200
（二）309
（三）246
（四）259
（二）265
（一）267
（二）ZZ8
（四）257
（三）40
．（四四）195
（四九）195
（五）207
（五）237
（三）44
（四）316
（二）158
（四）285
一89一
?
みやこののべの　（四）298
みやこのはなは　（四）269
みやこへも　　（一）220
みやこをば　　　（工）201
みやこをば　　　（一）289
みやまなりけり　（五）274
みゆやとて　　　（五）199
みよりなみだも　（四）　97
みるめかつかで　（四）109
みるめかつかぬ　（四）　78
みればかたちは　（四）103
みをうしほやく　（二）109
みをしかくさぬ（二）170
みをすみがまか　（四）　99
む
むかしより　　　（一）230
むすべることの　（五〇）195
?
めにみえぬ　　　（七）198
めのうつつまに　（八）200
?
もえいでなまし
もとむとも
ものおもひの
ものおもひは
ものおもへば
ものといふとも
ものなれば
もののあはれを
もののかずにも
ものをおもふ
もろごゑにこそ
もろともに
（蓋）186
（一）49
（一）138
（一）59
（三）97
（二）274
（三）170
（四）71
（○）191
（三）56
（四）68
（一）198
や　　　　　や
やどにしげくそ（≡）192
やまかぜも　　　（一）295
やまがはの　　　（四）194
やまがはのみつ　（五）222
やまがはみつの　（二）　92
やまちしる　　　（一）54
やまちにつゆや　（二）226
やまちにまどふ（句切レ不
　　明）　　　　　　85
やまちにわけて　（二）211
やまとなる　　　（一）158
やまなるおやを　（二）242
やまにても（引き歌）
　　　　　　　　（三）35
やまにとしへむと（二）285
やまのはになほ　（二）　13
やまのはは　　　（～）269
やまのゐの　　　（一）　90
やまのゐの　　　（三）257
やまはさむしと　（二）293
やまびこの　　　（三）155
やまびこは　　　（三）158
やまびこは　　　（三）182
やまぶしは　　　（三）305
やまみつにこそ　（二）230
やむよなければ　（五）209
やむよもなくて　（二）138
やまよりいでん　（二）182
　　　　　ゆ
ゆづりてぞ　　　（三）278
　　　　　よ
よかはてふ　　　（一）276
よかはともへど（二）207
よかはにかめも　（四）278
よかはにすめぱ　（四）213
よカ）はに二は　　　　　（三）　237
よかはのみつし　（二）235
よかはのみつや　（二）209
よとともにこそ　（八）203
よなりとも　　　（三）　78
よにすみのえの　（四八）195
よにはしりて（句切レ不明）
　　　　　　　　　　85
よのなかに　　　（三）313
よのなかを　　　（三）　63
よひあかつきに　（二）303
よべどもさらに　（四）158
よるとても　　　（一）305
よるのさむさに　（四）303
よをうぐひすと　（二）52
よをうしと　　　（四）194
　　　　　わ
わがいらむ　　　（一）　13
一90一
を
わがごとく
わがすみか
わがために
わがために
わがなきたまは
わがなみだこそ
わがみにも
わがみひとつは
わがみやまこそ
わがみやまにも
わけくるひとの
わするることも
わすれても
わびぬれば
わらはなきにぞ
われからとても
われぞかなしき
われはまさりて
われもかなしき
われもさこそは
われもさこそは
われもなかるる
われやおほしし
われゆゑに
　　　　　を
をればそでひつ
（三）220
（一）116
（一）271
（一）311
（四）235
（四）244
（一）52
（四）149
（四）87
（四〇）203
（四）226
（四）139
（一）173
（一）132
（四）252
（四）170
（五）242
（四）65
（五）254
（二）59
（二）63
（五）252
（二）189
（三）113
（五）269
